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和邇小学校後援会・同窓会　会長  畑　尚登
和邇小学校後援会・同窓会会員の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます｡
平素は、本会の運営にご支援ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます｡  お陰様で、毎年多くの皆様に会員に

なっていただき、子どもたちの教育活動に寄与できていますことに感謝申し上げます。
さて、新型コロナウイルス感染状況もようやく減少傾向にあり、少しずつ規制が緩和され、日常生活が戻り

つつあると言えます。この２年余り、子どもたちは不自由な学校生活を送っていますが、置かれた状況の中で
懸命に学習活動に取り組む姿は、頼もしくもあり健気でもあります。

ところで、先日の新聞記事に国連児童基金（ユニセフ）の幸福度調査のことが出ていました。日本の子ども
は、身体的健康はトップなのに、「心の健康」は最低ランクで全体では３８カ国中２０位でした。それは、生活
満足度が低く、自殺率も高い。さらに、いじめや虐待も後を絶たないからです。また、貧困家庭やヤングケヤ
ラーの問題など、子どもたちの抱える課題や悩みは、多岐にわたります。

子どもたちが、夢や希望を持ち生き生きと暮らせる社会の実現は、私たち大人の責務と言えます。
後援会・同窓会としてできることは限られていますが、子どもたちが少しでも安心して楽しく学校生活が送

れるように、ささやかながら支援して参りたいと思います。
本年度も多くの方に会員になっていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
末筆になりますが、会員の皆様のご多幸とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

校長　澤村　幸夫
和邇小学校後援会・同窓会の皆様には、長年に

わたり本校教育の推進に対しましてご支援をいただ
き、誠にありがとうございます。
「同窓会」から発足された本会が、学校や子ども

たちの後援を主体的活動とする組織「後援会・同
窓会」へと発展された経緯をお聞きし、子どもたちを
物心両面で力強く支えて頂いておりますことに改め
て感謝申し上げます。
「和邇の子どもは和邇の住人で守り、育てる」とい

う地域の皆様の熱い思いに応え、実りある学校教
育を実践していく責任の重さを痛感しております。
さて本校は、令和５年２月１６日に創立１５０周年の

記念すべき日を迎えます。この、自然や歴史・文化
があふれる和邇の里で、これまで長年にわたり本校
に集い、本校の教育に携わり、また支えていただい
た皆様とともにこの節目をお祝いし、先人の思いや
温かさを知り、未来の宝である子どもたちの健やか
な成長を願う機会とさせていただきたく思います。

今後とも、和邇小学校のために、引き続き温かい
ご支援、ご後援を賜りますようお願い申し上げます。

ＰＴＡ会長　渡邉　葉子
保護者の皆さま、日々の子育て本当にお疲れさまで

す。地域の皆さま、いつも子どもたちの成長を見守ってく
ださり、ありがとうございます。

私は和邇に住みはじめて十数年、３人の子どもたち
が和邇小学校に通うようになって今年で１２年になりまし
た。最後のご恩返しとして、ＰＴＡ会長を務めさせてい
ただけることを嬉しく思っています。

この１０年余の間に、和邇小学校もＰＴＡも少しずつ
変わってきました。そして感染症の拡大が、その変化に
拍車をかけました。コロナ禍の２年間は、休校や学級閉
鎖、行事の縮小や中止が相次ぎ、子どもたちには不自
由な思いをさせてきたと思っています。子どもたちはたくま
しく、また素直で、そんな日常にすっかりなじんでいるよう
に見えますが、学校行事の楽しさや友だちとのふれあい
の喜びを味わってほしい、そんな気持ちでＰＴＡの活動
をしています。

まだまだ変化の途上であるこの時代に、この場所に
居られることを有り難く思います。この機会により良い学
校環境、そしてＰＴＡになるように、個性あふれる素晴ら
しい役員の仲間たちと、一年間頑張りたいと思っていま
す。一緒に和邇小学校の未来を考えていきませんか。

和邇小学校

地域で支える子どもたちの未来

和邇小学校の未来のために創立150周年という節目の年に



　令和４年度　後援会 ・ 同窓会役員名簿 

　後援会・同窓会名簿 　令和４年3月卒新会員

第
一
条 

本
会
は
和
邇
小
学
校
後
援
会
・
同
窓
会
と
称
す
る
。

第
二
条 

本
会
は
事
務
所
を
和
邇
小
学
校
内
に
お
く
。

第
三
条 
本
会
は
和
邇
小
学
校
同
窓
生
並
び
に
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
者
を
持
っ
て
組
織
す
る
。

第
四
条 

本
会
は
縁
故
あ
る
も
の
を
推
し
て
客
員
と
す
る
。（
本
校
に
勤

務
し
た
職
員
）

第
五
条 

本
会
は
特
に
功
労
あ
る
も
の
を
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と

が
で
き
る
。（
当
時
の
会
長
）

第
六
条 

本
会
は
会
員
相
互
の
交
誼
を
親
密
に
し
、
教
育
上
の
裨
益
を

図
る
を
以
て
目
的
と
す
る
。

第
七
条 

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

 
 

一
、
講
演
会
、
懇
談
会

 
 

二
、
会
員
の
親
睦

 
 

三
、
会
報
の
発
行

 
 

四
、
母
校
の
後
援

 
 

五
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

第
八
条 

本
会
に
左
の
役
員
を
お
く
。
但
し
役
員
の
任
期
は
一
か
年
と

し
、
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

 
 

一
、
会
長
一
名 

一
、
副
会
長
二
名

 
 

一
、
幹
事
一
名 

一
、
支
部
長
若
干
名

 
 

一
、
委
員
若
干
名 

一
、
会
計
監
査
二
名

第
九
条 

本
会
は
和
邇
小
学
校
長
を
名
誉
会
長
に
推
薦
す
る
。

第
十
条 

本
会
の
役
員
の
選
出
は
次
の
通
り
と
す
る
。

 
 

一
、
会
長
は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

 
 

二
、
副
会
長
は
和
邇
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
和
邇
学
区
自

 
 

 

治
連
合
会
長
と
す
る
。

 
 

三
、
支
部
長
は
自
治
会
長
と
す
る
。

 
 

四
、
幹
事
は
和
邇
小
学
校
教
頭
と
す
る
。

 
 

五
、
委
員
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
と
す
る
。

 
 

六
、
会
計
監
査
は
役
員
会
で
推
薦
す
る
。

和
邇
小
学
校
後
援
会
・
同
窓
会
規
約

◆ 会　　長 畑　　尚登
◆ 副 会 長 德岡　明治（自治連合会長）渡邉　葉子（ＰＴＡ会長）
◆ 名誉会長 澤村　幸夫（校長）
◆ 幹　　事 山根　公徳（教頭）
◆ 会計監査 矢部　邦男（支部長） 枝　　沙織（委員長）
◆ 支 部 長（各自治会長）

鈴木　　誠（小野） 矢部　邦男（和邇中）
辻口　良明（今宿） 安孫子　豊（南浜）
杉井　敏夫（中浜） 横井　一弥（北浜）
勝山　大輔（住吉台） 横井　賢司（北住吉）
西川　鉄男（高城） 宮本　吉孝（高城台）
西田　雅代（虹ヶ丘） 松村　　巌（栗原）
田原　宏昭（春日一丁目） 菅　　道俊（春日二丁目）
米野　　功（春日三丁目） 中村　香織（生川）

◆ 委　　員（ＰＴＡ地区委員）
枝　　沙織（委員長）
谷　　桃世（小野）
溝　　裕世（和邇中） 井上　友香里（和邇中）
角谷　麻衣子（和邇中）
城　麻奈美（今宿） 中野　寛子（今宿）
永原　孝介（南浜）
高橋　　泉（中浜）
塩谷　保子（北浜）
黄前　正代（住吉台）
粟谷　千穂（北住吉）
尾崎　加奈子（高城） 石原　弥生（高城）
野村　悦子（高城台） 市野　友美（高城台）
藤井　夏来（虹ヶ丘） 岡野　沙苗（虹ヶ丘）
永田　佐織（栗原）
笹本　晃余（春日） 田畑　香織（春日）

第
十
一
条 

会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
理
す
る
。

 
 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ

を
代
理
す
る
。

 
 

幹
事
は
会
長
の
指
導
に
よ
り
庶
務
会
計
に
あ
た
る
。

 
 

支
部
長
は
支
部
を
統
轄
す
る
。

 
 

委
員
は
支
部
長
を
補
佐
し
、
支
部
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
こ

れ
を
代
理
す
る
。

 
 

会
計
監
査
は
会
計
を
監
査
す
る
。

第
十
二
条 

総
会
は
毎
年
一
回
こ
れ
を
開
く
。
但
し
必
要
あ
る
場
合
は
臨

時
に
こ
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

総
会
は
会
計
、
会
務
の
報
告
、
役
員
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、

講
演
会
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
る
事
項

を
行
う
。

 
 

役
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。
但
し

総
会
は
役
員
会
を
も
っ
て
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条 

本
会
の
経
費
は
入
会
金
、
会
費
、
寄
付
金
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
四
条 

会
費
は
年
五
百
円
と
し
、
新
入
会
員
は
入
会
金
と
し
て
別
に

三
百
円
を
納
付
す
る
。

 
 

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
た
者
に
は
特
別
会
費
を
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
十
五
条 

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一

日
に
終
わ
る
。

第
十
六
条 

本
規
約
は
昭
和
四
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。

 
 

 

規
約
一
部
改
正
は
昭
和
五
十
年
二
月
六
日

 
 

 

規
約
一
部
改
正
は
昭
和
六
十
一
年
六
月
四
日

 
 

 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
六
年
六
月
十
一
日

 
 

 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
十
三
年
六
月
二
十
五
日

 
 

 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
十
七
年
七
月
八
日

 
 

 

規
約
一
部
改
正
は
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
七
日

綾　心々美 鈴木結紀子 粟津　敬太 垂水　桃愛 出　彩日香 中村　蒼護
内田亜由美 谷村　悠雅 出　　彩翔 辻　　悠人 井上　　彩 中村友希乃
梅本　美希 辻　　愛加 岡司　和樹 土本野乃華 居場仁之介 　村　衣織
永瀨　優大 鶴田　義和 尾﨑　沙羽 中田　優羽 大野　翔希 古田　大晟
大江　啓弘 都倉　悠誠 川口　志帆 林　　煌樹 金山　勢大 三田村　花
岡司　奈々 中上泰朗明 木下　彩月 樋口　　舜 川尻　悠生 村田ジョニー
上井　耀太 中川　凌空 葛原　愛莉 平賀　碧都 北村　光麒 森川　あい
河合　璃子 中野　遥太 古賀　一夏 福田　篤人 草野　啓求 矢野修一朗
川尻　遼太 中村　真緒 芝﨑　友理 松山　瑛飛 香山　諒太 山本明香里
川村　麻笑 橋詰昊史朗 千田　達稀 間中　琴音 坂本　うた 山本　琴愛
木村　　旬 堀越　温貴 染矢　淳希 南　　佐和 竹宮　碧優 吉野琥太郎
桐畑　紗和 松田　優人 髙木　　翠 宮垣　大和 田中　理子
栗栖琉空斗 森　　彩羽 竹脇　侑梧 山口　統矢 谷口　結愛
塩谷日奈美 安田　吏希 田中　　遥 赤井　優馬 田村　康喜
島津　佳音 足髙　　樹 田中　萌結 安達　綺羅 辻　　　航



令和３年度　事　業　報　告
令和４年度　事　業　計　画

令和３年度　和邇小学校後援会・同窓会決算書 令和４年度　和邇小学校後援会・同窓会予算書

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
5 ・後援会・同窓会役員総会

　【書面表決】
・令和２年度事業・会計決算報告
・令和３年度事業計画・予算案承認
・令和３年度役員決定

7 1 木 ・会報（第58号）発行
3 31 木 ・会計監査

月 日 曜 事　　　業　　　等 主　　な　　内　　容
6　 ・後援会・同窓会役員総会

　【書面表決】
・令和３年度事業・会計決算報告
・令和４年度事業計画・予算案承認
・令和４年度役員決定

7 1 金 ・会報（第59号）発行
3 31 金 ・会計監査

項 目 予　算　額 決　算　額 増　減 付　　　記
会 費 455,000 442,500 ▲12,500 500円×885人
入 会 金 25,800 25,800 0 300円×86人
収 入 0 9,617 △9,617 S24年度和邇小卒業生
雑　 収 　入 1 598 △597 普通貯金利息、定期利息
繰 越 金 12,957 12,957 0
合 計 493,758 491,472 ▲ 2,286

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付　　　　記
会 費 442,500 442,500 500×885戸
入 会 金 25,800 22,200 300×74人
雑 収 入 10,215 1 利息等
繰 越 金 12,957 18
合 計 491,472 464,719

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 越 金 908,000 908,000
積 立 金       50,000       50,000
雑 収 入     0     0
合 計     958,000    958,000

項 目 前年度決算額 本年度予算額 付 記
繰 越 金 908,000 95,8000
積 立 金 50,000 50,000
雑 収 入 0 0
合 計 958,000 1008,000

項 目 予 算 額 決 算 額 付 記
繰 出 金 0 0
合 計 0 0

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増  減 付　　記

事 務 費 会 議 費 8,000 0 ▲ 8,000
消耗品費 0 0 0

事 業 費
総 会 費 0 0 0

学校後援費 140,000 76,600 ▲ 63,400 卒業記念写真代  35,000円
入学写真  41,600円

卒業記念費 63,000 68,800 △ 5,800 マーカーペン  17,200円
証書ホルダ・胸花  51,600円

運 営 費

通 信 費 0 2,040 △ 2,040 総会書面開催切手代

印 刷 費 56,440 56,000 ▲ 440 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 170,000 236,164 △ 66,164

熱中症指数計・三脚   8,000円
トイレ芳香剤    588円
ミスト設置   6,551円
レンタルマット 160,017円
飛沫防止セット  57,648円
イヤーマフ   3,360円

積 立 金 積立金 50,000 50,000 0
予　　備　　費 6,318 1,850 ▲ 4,468 ゴム印   1,850円

合　　　計 493,758 491,454 ▲ 2,304

項　　　目 前年度決算額 本年度予算額 付　　記

事 務 費
会 議 費 0 0 用紙、封筒

消耗品費 0 0

事 業 費

総 会 費 0 0

学校後援費 76,600 142,200
卒業記念写真代  35,000円
R4入学記念品（黄帽）  63,650円
入学写真  43,550円

卒業記念費 68,800 59,200 マーカーペン  14,800円
証書ホルダ・胸花  44,400円

運 営 費
通 信 費 2,040 2,040 書面開催切手代   2,040円

印 刷 費 56,000 56,000 会報、納付領収書印刷代

設備充実費 236,164 150,000 レンタルマット、トイレ芳香剤他

積 立 金 積立金 50,000 50,000
予備費 1,850 5,279
合計 491,454 464,719

＜ 収入の部 ＞ ＜ 収入の部 ＞

＜ 支出の部 ＞
＜ 支出の部 ＞

＜ 支出の部 ＞

＜ 残　　高 ＞

＜ 残　　高 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞

【積立勘定】＜ 収入の部 ＞ （単位:円）

（単位:円）

（単位:円）
（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

（単位:円）

491,472 円 -　491,454 円 =　18 円　　差し引き残高　18 円は令和 4 年度に繰り越します。

958,000 円 -　0 円 =　958,000 円　　積立金　958,000 円は次年度に繰り越します。



和邇小自慢和邇小自慢

和邇小学校のよいところは、いろいろな委員
会が毎年新しいイベント等を企画していると
ころです。イベント委員会や体育委員会はイベ
ントなどを開催したり、最近だと生活委員会が
学校の中での優しい行動や言動を放送で発表
したりしています。そして今年度は和邇小学校
が 150 歳になるので、児童会本部でも取り組
みを企画しています。僕は、そんな委員会が学
校を元気にさせていると思います。

児童会会長　６年　渡邉　和陽

和邇小学校には、よいところがたくさんあり
ます。その中から、２つ紹介したいと思います。
１つ目は、全クラス仲良しで、いつも笑い声が
聞こえるところです。すごくにぎやかで、笑い
声が聞こえるとほっこりします。２つ目は、先
生が優しくて、おもしろいところです。和邇小
学校がこんなに元気で楽しいのは、先生たちの
おかげだと思います。このように和邇小学校
は、先生や子どもたち、みんなが優しいです。

児童会副会長　６年　青井　寧々

和邇小学校のよいところは、２つあります。
まず１つ目は、先生がみんなに優しいことです。
先生はみんな話しやすく、いけないことをして
しまったらしっかりと叱ってくれます。また、
聞いてほしいことがあれば一人ひとり聞いてく
れます。おもしろい先生もいます。先生たちの
おかげで楽しく学校に行けていると思います。
２つ目は、みんな思いやりをもっていること
です。みんな優しく、悲しいことがあれば声を
かけてくれる友だちがたくさんいます。このよ
うに、和邇小学校にはよいところがたくさんあ
ります。

児童会副会長　５年　塩谷　結月

学校の沿革学校の沿革

明治 6. 8. 6 令徳学校（南浜）
6.10. 1 王仁学校（小野・高城・中村）

成章学校（北浜・中浜）
7. 1. 8 以文学校（栗原）

19.11. 1 簡易科栗原小学校
簡易科和邇小学校

20.11. 2 簡易科廃止  尋常科和邇小学校
25. 5. 1 和邇村立栗原尋常小学校（３年）

和邇村立和邇尋常小学校（４年）
27. 4. 1 和邇尋常高等小学校（高等科）
37. 2.16 新校舎完成（現在地）創立記念日
41. 3.31 栗原尋常小学校（分教場）

昭和 16. 4. 1 分教場と和邇尋常高等小学校が統合
「和邇国民学校」

19.11.12 校舎完成目前全焼
20.12.25 新校舎完成
22. 4.21 「和邇小学校」（村立和邇中学校併設。

Ｓ27.4.7に分離）
28.10.10 創立80周年祈念式典挙行
30.10. 1 「志賀町立和邇小学校」
31. 6.14 完全給食実施
40. 5.22 新校舎完成（現在の北校舎）
41.12.12 体育館落成
48. 2.26 創立100周年記念式典実施
53.11. 4 教室増改築工事完了
55. 3.31 児童数増により小野小学校と分離
55. 7.31 プール竣工
57. 3.27 増改築工事完了
58. 9.22 学校安全準優良校受賞
60. 8.31 北校舎改修工事
60. 9.28 交通安全功労賞受賞
60.11.12 県学校安全研究指定校
63. 2.16 文部省指定道徳教育１年目
63. 7. 1 内閣総理大臣表彰受賞（安全教育）

平成 8. 2.29 体育館竣工・中庭整備
15.12.22 創立130周年記念事業実施
18. 3.20 合併「大津市立和邇小学校」
21.10.20 校舎耐震工事終了

  24.11 校舎大規模改修工事
  26. 9 校舎大規模改修　完了
  27. 9 普通教室・特別教室空調設備完備

※和邇小学校キャラクター
　「わにっこり」

＊昨年度後援会・同窓会費で、
１年生に黄帽、６年生に証書
ホルダーをプレゼントしました。

ありがとう
ございました！

＊子どもたちの作文を紹介します。
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